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フォーラム開催説明会

第1回準備会

第2 回準備会

第3 回準備会

l ●

0
●l

J
■／

斗一

夕

軌報 告

★事務局設置
★メー」ノング リス ト設 置

★呼びかけ・協力呼びかけ開始

第4 回準備会
プレイベン ト～み んな で学ん でわ か りあい ましょう～

「地域からの子どもの権利実現 」一 子どもの権利条約フォーラム創 り－

講師 喜多明人氏

「子 どもと大人 の 関 係 づくり」

講師 赤池悦子氏

第1 回実行委員会 ★賛同会員・賛同団体募集

★子ども実行委員会呼びかけ・募集

学習会～皆で学ぼう～

「子どもの権 利条約・フォーラムについて」

講師 荒牧重人氏

第2 回実行委員会

子ども実行委員会立ち上 げ

「子どもの権利条約・ワークショップ」

ファシリテーター 林 大介氏

第3 回実行委員会

第4 回実行委員会

第5 回実行委員会

分科会打ち合わせ

分科会打ち合わせ会

子ども夏合宿

子ども夏合宿

第6 回実行委員会

第7 回実行委員会

★分科会企画団体募集開始

★フォーラムテーマ決定

「僕らにだって、言いたいことがある」

★寄付・協賛依頼開始

★名義後援依頼開始

★フォーラムチラシ・フォーラムガイド・ポスター配布開始

★フォl ラム参加 中し込み受付（1 1／5 〆切）

9 12 3 子ども対象「子どもの権利条約」ワークショップ

講師 安部芳絵さん

1 0・ 9 プレイベント～みんなで学んでわか りあいましょう～

1 0・2 4
1 1・ 7

1 1・ 1 7

1 1・ 1 8

「子どもにやさしいまちづくり」一 子どもの権利条約フォーラム創 り一

講師 喜多明人氏

記者会見実施

第8 回実行委員会

第9 回実行委員会

第10 回実行委員会

フォー ラム

フォー ラム
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荒牧先生、林先生をお迎えしての

学習会 と実行委員会

「子 ども実行委員会に大人実行委

員会 は どの よ うに関 わ っ た ら よい

のか ‥・」悩 み ま した。
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年後 1 ：ヨ0・・

し1き し1き 元 気 篭

蛋泌 なことしたい ＼

軌なこと書つてもl い

㊨ぅ、

事ど●1叫■■ ■ワ∫－ラ▲
～0 0 7 J〟●抽

I l月け・I－8

●ちにだって、

書いたいこ とが

芋ピ切 月醐 案胸 ●手

子ども実行委員募集 のちらし

出番待ち初野務珍
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β

「 子亡弓E の樹 句フォー占ラム」を掘■持在っ7＝
一 実行委員としての感想・展望 －

実行委員会のみな さん、特に事務局のみな さん、そ して全国か らご参加いただいたみなさんのおかげで、

フォーラムは全体 を通 して意義深い取 り組 み とす ることができま した。そ して当然なが ら、今後に取 り組

む課題 も見 えてきています。

フォーラムの中で、若 者か ら『本当の意味での “子 どもが主役” とは何か』 とい う鋭い投げかけを、私

たちは受けま した。これ は直接的 にはフォーラムにおいて “子 どもが主役”なのか と問われたわけです が、

むろんそのことに留ま りません。 日々の家庭や地域の生活 、また学校生活において “子 どもが主役”で あ

る『 と『実態』が長野県内にあるのか と問われたので しょう。 これ は理論構築や政策論議の世界で

重視 される “形式”で完結す るものではな く、ま さに私たちが 日々の生活 の中に位 置づ ける大 きな課題で

しょ う。

昨今、『子 どもは危ない ！』『子 どもが危 ない ！』とい う加害・被害の両面から

巷に満 ち溢 れています。 これ に過剰 な反応 を示す ことな く、真正面か ら子 どもの現実に向き合 うこ とが大

切です。一方面では子 どもの生活環境に大人が手を加えて「無害化」する必要が叫ばれています。この流
＿ ヽ ■ 」 ．ヽl ．．＿ ヽヽ ′▲t：：工二暮：1

れは有害図書やネットの規制強化、さらには青少年保護育成条例の制定・厳格化、あるいは少年法の

化につなが るので しょう。しか し、この裏に子 どもは判断能力が弱 く、悪い道にす ぐ引 こまれ るとい う『子

ども観』があるのではないか とのノ蛸 己が浮 かびます。『危ない』環境 をもた らす のは、子 どもの消費客体化

や性の商品化に代表 され る悪 しき大人 の欲得 であ り、正すべ きは大人の品性 です。

フォーラムの成果 を受 け、 日常の取 り組 みの中で、まずは子 どもの声 に耳を傾 け、そ して子 どもと語 り

合うことが大切です。そこに育 ちあ う関係性 が芽生えるのです。そ して、「子 どもが、子 ども自身の人生の

主役」であることを地域社会で確認 してい く、つ ま りは地域社会において子 どもの権利 を保 障する流れ を、

子ども ととも に創 りあげ てい く こ とが求 め られ ますム『子 どもに よ き こ と』を大人 だ けで決 め て子 ど もに当

てが うや り方は、結局は管理・束縛に過 ぎないで しょ う。子 どもの最善の利益 は、子 どもの参加があって

はじめてで検討できるのです。

まず は私たち、長野県内で子 どもの支援 に取 り組む個人・ 民間団体が手を結び合 って、輪を広げてい き

ま し ょ う。

舟 内田宏明
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＝☆ ＝☆＝☆ ＝☆ ＝☆＝☆＝☆ ＝☆＝☆ ＝☆ ＝☆＝☆＝☆ ＝☆＝☆ ＝☆ ＝☆ ＝☆ ＝☆＝☆＝☆ ＝☆

子どもの権利条約 を考えるとき、子 どもの最善の利益、意見表明権な どいろいろな言葉が飛び交 う。

しか し、実 際 この フォー ラム に関 わ って感 じた こ とは、

子どもの権利条約 よ りし 「 子 どもと共に考 えられ る自分で あれ たか」とい うこ とに集 約 され る。

実際運営を進めてい く上で幾度 とな くぶつ かった場面がある。

「子 どもの主体 とはいえ大人 の圧力 を感 じること」であった。

思いや気持 ちを形 にす るのには時間がかかる。

大人が感 じる時間軸 と子 どもが感 じる時間軸は違 うこと。

皇塾 ＿＿旦塾地 大丈夫 とい う空気 を出せ るだ ろ うか。

子どもは空気を感 じる、空気 を読 んでいる。

フ ィー ドバ ック され るの は大 人（私 自身 ）で あ る。

本当に心か ら待てていたかな。焦 らせ なかったか。

往復 2 時間の道中で考 えていた ことはいつ も 「子 どもたち 対 自分のあ り方」だった。

多くの方々の協力 によ り無事 フォー ラムは成功 に終わったが、

その裏で感 じていたこどもたちの思いに どうか心 を傾 けてほ しい。

表面的 なことではなく、その奥 にある深い思いを ‥ ・・。

多くの大人 （自分 も大人だが） は起きてい る出来事に とらわれて しま う。

大人社会がきっと決 められた時間枠の中で動 いているのだか ら、

当然 自らを枠 の 中 にお さめ る こ とを余 儀 な く され るのか も しれ な い。

私は “脱線者”だった。枠か ら常に脱線 し続 けおまけに今 も脱線 中だ。

脱線 した とき多 くの “大人”は私に圧力 をかけ枠へ強引に戻す ことを した。

自分 らし く生 き られ な い恐 怖 と隣 りあわ せ だ った。

しか し、そんな脱線 した私に生 きる力 をくれ たの も “大人”だった。

いま、私 がわた しらしくい られ るの もそんな “大人 の存在”は大 きい。

フォー ラ ム とい うもの を通 して 見 え て きた ものは 、

「子 どもの権利条約」 とい う論理的な学びではな く、

一人ひ とりの考 えや思いを、感 じ、伝 え、繋 げて、広げてい くこ となのか もしれない。

・ ‥ ・ とでかい ことを書いたが、これ を実践 してい くのはす ご く難 しい ことだっ

一人 ひ と りの大人 がまず 子 ども と同 じ 目線 に 自分 の 心 を持 っ て くる こ とが 、

子どもの権利条約 を学ぶなかで必要な ことなのか もしれ ない。

鳥海亜希子

＝☆＝☆ ＝☆ ＝☆＝☆ ＝☆ ＝☆＝☆ ＝☆ ＝＝☆＝☆ ＝☆ ＝☆＝☆ ＝☆＝☆ ＝☆＝☆＝＝☆＝☆ ＝☆

〃卓
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私が当フォー ラムの実行委員会に参加す るきっかけは何であったか ？

いじめ・不登校・援助交際な ど、我が子の身近に起 こ りうる問題 に対 して「何 か しな くては」との思いで、

有志 を募 り「親育 ちの会」 とい う自主グループを立 ち上げたのが 2 年前であった。 月 1 回の勉強会 と、年

1 回講師を招いての 「思春期安心講座」 を行っていた。子 どもを取 り巻 く問題 の原 因は様 々であ り、問題

解決 には家庭・学校・ 地域の連携 が欠かせない と思 うのだが、これが容易な ことではない。 あるい じめ事

件が起 こった時、「子 どもの人権について考 える集 い」を呼びかけて三 者が同 じテーブルに着いたが、それ

ぞれ の思いが一方通行で、 とて も連際 して解決にあたれ る状況 ではなかった。特 にい じめ・ 不登校 の現場

である学校側 に “子 どもの人権／権利” とい う言葉への拒否反応が感 じられた。なぜ なのだろ う？

この答 えを探 し求 めていた ときに、「子 どもの権利条約フォー ラム」の実行委員会 に誘 われて、即参加 さ

せていただいた。

1 0 回近 くの会議 を重ねてい く中で、「子 どもの権利条約」とは何 か、全国各地の子 どもの権利条例の動

きや教育基本法の改定問題、子 どもの権利 を拒む壁 など、多 くを学ばせていただいた。そ して、 フォー ラ

ムでのシンポジウム・分科会 を通 して、いろいろな立場 の人 と意見交換す る機会 を得 る と同時 に、立場が

異なった り捉 え方 は違 っても、「子 どもの幸せ」を願 う多 くの “仲間”に巡 り会 うことができた。分科会の

後の リレー トー クでは、参加 した子 どもたちの 「自分たちがや らねば」 とい う熱い想い に接 し、子 どもが

抱える問題 を覚 めた大人の 目で上か ら見るのではな く、社会のパー トナー として共に考 え、行動す ること

の大切 さを思 った。

「子 どもの権利条約」が子 どもが抱 える問題解決 のために効力 を発す るには、大人 は、子 どもの心 に近

づき、子 どもの 目線 で考 え、子 どもとの直接 の関係 を築 く中で、子 どもの 「生きる権利」「発達す る権利」

「参加す る権利」「守 られ る権利」を、日常生活 を通 してひ とつずつ実現 させていかな くてはな らない と思

う 。

親育ちの会 中村 健

溺
平成 1 9 年 5 月。 フォーラム開催 にあた り、第一回の子 ども実行委員会が開カオしま した。私 は、それま

で「子 どもの権利条約」の内容 を良 く知 らず 、学びなが らの参加で したが、子 どもの権利条 約の基本的な

考えである、「大人が子 どもの意志を尊重 し、支 えてい く姿勢」は、今思 うに、子 どもたち同士の中にこそ

あったのではないか、 と感 じています。

実行委員会やお茶会・合宿等、会を重ねてい く中で、 自分 の考えや想い を他 の人たちに伝 えてい く子 ど

もたち。一人ひ とりの意見を大切に し、取 り入れてい くみんな。年下の子 をいつ も温か く見守 る高校生。

そんな高校生たちが大好 きで、楽 しみに参加す る小学生たち。 自分で気づ き、行動をす る子。い ろいろな

人に気を遣い、 自分の気持ちを二の次 に していた子が、最後 の最後 まで考 え、悩み、そ して 自分で答 えを

出していった。 フォーラム当 日、今まで積み重ねた物 を全て出 し、輝 いてい る子 どもたち。

お互いがお互いの ことを考え、受け入れ、そ して 自分の想い も大切にす る。その よ うな子 どもたちの姿

勢が、気 張 らない和やかな子 ども実行委員会 につながったのだ と思います。

私は、 この子 ども実行委員会 を行 うご と、また フォー ラム当 日の中で も、子 どもたちの成長 を感 じて き

ました。 そ して そ んな子 どもた ち を見 てい る中で 、 自分 を振 り返 り、 学ぶ こ とがで き ま した。

フォーラム を通 してできた、人 と人 とのつなが りや信頼感。私 は、子 どもの権利条約 を広めてい く上で、

まず 大 人 が 「権 利 条 約 」 を知 り、子 ど もに知 って も ら うこ とは ほん と うに第 一歩 で あ る と感 じま した。 一

緒に語 り合い、共 に過 ごす時間を持つ ことで こそ、大人が子 どもの想いに耳 を傾 け、大切に してい くこ と

がで き る こ と、 そ して お互 い の 関係 づ く りと成 長 の中 で、子 ども も誰 に で も優 しい ま ちづ く りにつ なが っ

てい くの で は ない で しょ うか 。

フォーラムは、今後の広が りのきっかけ とす ることがで きま した。子 ども と大人が共に進む これか らの

活動 の一つ一つが地 域に根付いてい くこと、そのために 自分 は何ができるか、みんなで どんな ことができ

るか、考えていきたい と思います。

藤原宏美

［現
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フォ ー ラ ムの子 ども実 行委 員 会 のサ ポー ト役 と して感 じた こ とは 、子 どもの声 を聞 くこ との大切 さで し

た。

フォーラムに向けて毎週のよ うに集 ま り、話 し合いをす る中で、私 は子 どもたちのペースに不安 を感 じ

ました。 あ と 2 ケ月 、 あ と 1 ケ月 … と当 日が 近づ くにつ れ 、果 た して このペ ー ス で 間 に合 うの だ ろ うか ？

とい う思い が 強 くな ります 。そ こで 、子 どもた ちを急 がせ よ うと した り、話 し合 い に割 り込 も うとす る と、

子どもたちは “待 った”をかけます。私 たちのペースでや らせてほ しい、 と。直前 まで何 か とあわただ し

く準 備 を しま した が 、結果 と して は フォー ラム を作 り上 げ るこ とが で きま した。

子 どもを取 り巻 く大人が、主導権 を奪 って引っ張ろ うとす る とき、子 どもたちは 「私たちは信頼 され て

いないんだ」 と思って しま うのかも しれ ませ ん。子 どもたちが何を考 え、何 をしたいのかを察知 し、求め

られた ときに大人は手 を貸す。 そんな関係づ くりを、今後 もしていきたい と思います。 そ して、そんな関

係で成 り立っ子 どもの居場所づ くりを、フォーラムで出会った方々 と一緒 に進 めていきたい と思います。

宮沢一郎

、一噂

＼ム

想いのまま 自然体で

フォーラム実行委員 として参加 し、実行委員のみ なさま、 当日参加 していただいた全国の方々 といった

皆様 と出会 え、熱い想い を交 える事ができた ことに大変感謝 しています。 あ りが とうございま した。

振 り返 るとフォーラムは、この長野県また諏訪地域の子 どもの権利 を意識 した出発点だ と感 じています。

1 日目を終えた次の 日の新 聞であたか もチノチノをテーマに したシンポジ ウムが成功 したかの様 な報道に

情然 としま した。 あのシンポジウムでは先進地域の子 どもたちか らシンポジウムのあ り方 、また実行委員

会、地域の課題 を鋭 く指摘 をいただいたこ とで、これ か らこの地域の問題 として皆で考えていかなければ

ならない ことが一切報道 されず、表面的 な報道 で しかなかったことが大変残念です。子 どもの権利 をこの

地域 で大人 も子 どももみんなが、意識 し、行動 できるよ う、 どこまで広 げることができるかは今後 に課題

を残 しま した。

実行委員会の子 どもたちと関わ る中、ネ ッ ト・携帯電話の問題 は子 どもの権利 を擁護す る中で どう扱 う

べきか考える機会 とな りました。我が家では P C は幼児の頃か ら、携帯電話は小学校 4 年生か ら与 えてい

ます。パ ソコンは親が常に一緒 にいる ときに開 く、携帯はネ ッ ト接続できない通話のみの機能 しか使えな

いように して与えていま した。 当然本人の希望す るところではな く親 として必要 を感 じたか らです。 現在

小中学生には携帯電話を与えない よ うにといった動 きが教育再生懇談会 でも議論 されているところですが、

法や条例で規制す るのではない手段 があるはずです。子 どもとの対話を常 に持 ち、ネ ッ ト社会は所詮バー

チャル であることを伝 え、犯罪 を回避す るネ ッ トの利用方法を与 えるなかで一緒 に教え、ネ ッ トでな く人

と人同士顔 を合わせ て対話することができるよ うな関係 を作 ることができれば規制は必要ない と考 えます。

子 どもに対 してだけでな く誰 もがお互い 自らの想いのまま 自然体でい られ るよ う接 することができる社

会に してい き ま しょ う。

平出彰子
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200 6 年 7 月、家庭教育支援事業の講師 として喜多先生 に来諏噴 き 「子 どもにや さしいまちづ く り」 と

いう演題で講演 して頂いたのが喜多先生 との出会いであ り、「子 どもの権利条約 フォーラム 2 00 7 血 なが

の」の第一歩で もあ りま した。

過去 に何 回か長野県での開催のチャンスがあったものの立ち消 えになった との話をお聞き し、「それでは

是非諏訪で ！」と、のりやすい私達は即答 し、その場で実行委員長は北川和彦弁護士、事務局はすわ子ど

も文化 ステ ー シ ョン （以 下 S C C S と略 します） で行 うと決定 （？） して しま った ので す。

12 月準備委員会が結成 され、い よいよ 2 00 7 年 11 月 17・18 日開催 に向けて活動を開始 しま した。 フォ

ーラム専任スタッフ として、宮津・坂井 があた り、他のスタ ッフが補助す るとい う体制 を取 りま した。 チ

ャイル ドライ ン、鑑賞な ど他の事業 をこな しなが らです か らスタッフの仕事量 はそれ は大変なもので した。

外部の方々 との交渉、子 ども達 とのコンタク ト、資金繰 りのための企業廻 り等 々、精神的にもかな りのオ

ーバー ワークだった と思います。 スタッフのみんな、本 当に ご苦労様で した。乗 り越 えさせたのは 「子 ど

もへの熱い思い」だったのかなあ ？

S C C S と して この フォ ー ラ ム をや り遂 げ た こ とは大 き な収穫 で した。 今後 も事 業展 開 してい くに あた り

「子 どもの権利条約」の精神にそって行 うことをあらためて肝 に銘 じま した。また 「子 どもの権利条約」

を長野県に広 めていくためにも、このフォー ラムの実行委員 さんをは じめ関わって下 さった多 くの方々 と

今後 もネ ッ トワーク してい く必要性 を痛感 し、そのための事務局的役割 を S C C S が担っていかなければな

らない と考 えて お ります。

副実行委員長 矢野要子（N P O 法人 すわ子ども文化ステーション代表）
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‥‥ ‥ こん な まち に住 みた い…子 ども・ お となか らの発 信 ‥ ‥・ ‥
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一 む□吊払包伽 甘
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手－ マ

「 傍 らにだって、言 いたい ことがある」

とさ
■■

2 0 0 7年 11月 17 日 （土）

1 3 ：00～ 17 ：00 （受付12 ：00）

J

－人爪
い

丁

巷

一

■

鮎

1 1 月 1 8 日 （日）

9 ：30～15 ：00 （受付9 ：00）

☆1 日だけの参加 もO Kです。

、脈三

とこ ‡

諏訪市文化センター・ 諏訪市公民館

州 －胃
＼

＼
‥
＼
－
ト

子ども ：無 料 （18歳未満または高校 3 年生まで）

おとな ：1．0 0 0円 （当 日は 1．2 0 0 円）

☆2 日間通 しての料金です。 （参加申し込み方法は裏面をご覧下さい）

嘩垂麺

湖

■l 公l■●

招防市公民鹿

高島城
、’〉／

丁目

渋l書▲

ク
●瀬払 市役 所

城帝 1

巷州 田 性

′
＝

ぃぃ

1

子どもの権利 条約ネ ッ トワー ク、 この街福祉会 、親育ちの会、

N P O 法人 マザーポ ー トり T なが の、長野県チ ャイル ドライ ン推進協議 会、

信州 ハ チ ドリね っ と沸 ～ く、 環 境 プ ラ ザ す わ 、 ⊂A P しなの、

性教育・人権 教育ネ ッ トワー ク、 ⊂L IP i n すわ、足長 剛勇太鼓、

N P O 法人 すわ子 ども文化 ステー シ ョン

主催 子どもの権利条約フォーラム2 00 7 in ながの美行垂鼻会

共催 諏訪市教育重点会

後援
長野県、諏訪市、長野県教育委員会、茅野市教育委員会、 岡谷市教育委 員会、

下諏訪町教育委員会、富士見町教育委員会、原村教育委員会、長野 県社会福祉協議会、

諏訪市社会福祉協議会、茅野市社会福祉協議会、岡谷市社会福祉協議会、
下諏訪町社会福祉協議会、 富士見町社会福祉協議会、原村社会福祉協議会、

長野 県 弁護 士 会 、 諏 訪 郡 医 師会 、 諏 訪 市 医 師 会、 岡谷 市 医 師 会 、長 野 県 P T A 連 合会 、

諏訪 市 子 ど も育 成 会 連 合 会、 信 州 生 活 者 ネ ッ トワ ー ク、 信 濃 毎 日新 聞社 、 長 野 日報 社 、

市民新聞グルー プ、 N H  K 長野放送局、 S B⊂信越放送、 N B S 長野放送、

テレ ビ信 州 、 a b n長 野 朝 日放 送 、 エル シー ブ イ 株式 会 社 、 （財 ） 日本 ユ ニ セ フ協 会
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2 007年（平成19年） 4 月 3 0 日 月 曜 日

l

20

ヽ
茹

「
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
（
子
ど
も
の
権
利
条
約
）
」
の
普
及
と
実
践
を

目
的
に
し
た
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
0
7
i

n
な
が
の
」
が

十

一
月
十
七
、
十
八
日
、
諏
訪
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
る
。
二
十
七
日
に

は
諏
訪
地
方
を
中
心
に
県
内
の
関
係
団
体
や
有
志
が
集
ま
り
、
第

一
回
実
行
委

貞
会
を
同
セ
ン
タ
ー
で
開
い
た
。

井
川

子
ど
も
の
権
利
条
約
は

一

九
八
九
年
に
国
連
総
会
で
採

択
さ
れ
た
国
際
条
約
。
日
本

は
九
四
年
に
批
准
し
た
。
フ

ヽ

‥や

長野 亡ヨ 亭罷

l
王
■

1 1月に諏訪市で開く「子どもの権利条
約フォーラム」に向けた実行委異会

（
尾
崎

一
幸
）

オ
ー
ラ
ム
は
条
約

の
内
容

を
日
常
的
に
実
現
す
る
取
り

組
み
と
し
て
、
子
ど
も
の
権

利
条
約
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
本

部
東
京
、
代
表
・

喜
多
明
人

早
大
教
授
）
が
呼
び
掛
け
て

九
三
年
か
ら
毎
年
開
催
。
こ

れ
ま
で
に
東
京
、
大
阪
、
青

森
、
熊
本
な
ど
各
地
で
地
元

団
体
と

一
緒
に
開
き
、
今
年

の
長
野
県
が
十
五
回
目
に
な

る
。実

行
委
貞
会
で
は
委
員
長

に
弁
護
士
の
北
川
和
彦
さ
ん

（
諏
訪
市
）
を
遠
出
し
た
。

事
務
局
は
N
P
O
法
人
す
わ

子
ど
も
文
化
ス
テ
ー
シ

ョ
ン

（
同
）
に
置
く
。
今
後
フ
ォ

ー
ラ
ム
の
内
容
を
検
討
す
る

と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
を

対
象
に
し
た
実
行
委
員
会
も

発
足
さ
せ
る
。

こ
の
日
は
子
ど

も
の

権

利
条
約
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
喜

多
代
表
ら
を
招
き
、
講
演
会

も
行

っ
た
。
喜

多
代
表

は

「
子
ど
も
に
は
自
分
で
自
分

を
育
て
る
力
が
あ
る
。
そ
ん

な
『
自
分
育
ち
』
を
支
援
す

る
の
が
権
利
条
約
の
精
神
で

は
な

い
か
」
な

ど
と

述

べ

た
。五

月
二
十
日
に
は
子
ど
も

の
権
利
条
約
に
関
す
る
学
習

会
を
、
午
後

一
時
半
か
ら
諏

訪
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

開
く
。
講
師
は
山
梨
学
院
大

法
科
大
学
院
の
荒
牧
重
人
教

授
。
子
ど
も
実
行
委
も
発
足

す
る
。

実
行
委
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

参
加
し
て
く
れ
る
人
も
募

っ

て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
は
す

わ
子
ど
も
文
化
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
（
電
話
58
・
3
4
9
4
）

へ

。

6 0
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十

一
月
十
七
（
土
）
、
十

八
（
日
）
の
両
日
、
諏
訪
市
文
化
セ

ン
タ
ー
で
開

く

「
子
ど
も
の
権
利
条
約
フ

ォ
ー
ラ
ム
2
0
0
7
i

n
な
が
の
」
に
向
け
準
備

を
進
め
て
い
る
子
ど
も
実
行
委
貞
会
は
、

一
緒
に
活
動
す
る
仲
間
を
募
集
し
て

い
る
。
同
実
行
委
で
決
め
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
テ
ー
マ
は

「
僕
ら
に
だ

っ
て
言
い

た
い
こ
と
が
あ
る
」
。
現
在

メ
ン
バ
ー
は
諏
訪
地
域
の
小
学
三
年
生
か
ら
高
校

一
年
生

ま
で
八
人
だ
が
、
ま
だ
ま
だ
人
数

不
足
と
い
い
、
「
よ
り
よ
い
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
子
ど
も
の
思
い
を
大
人
に
理
解
し
て
も
ら
い
た

い
。
人
数
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
い
い
」
と
、
大
勢
の
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い

る
。

国
連
で

一
九
八
九
年
に

採
択
さ
れ
た
「
子
ど
も
の

権
利
条
約
」
は
、
子
ど
も

自
身
の
生
存
・
発
達
・
参

加
の
権
利
を
保
障
し
、
子

ど
も
の
最
善
の
利
益
を
確

保
す
る
こ
と
を
宣
言
し
て

い
る
。
こ
の
条
約
の
趣
旨

に
沿

っ
て
、
九
三
年
か
ら

毎
年
全
国
各
地
で
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
行
わ
れ
て
お
り
今

年
で
十
五
回
目
。
県
内
で

は
今

回
が

初

開
催

と

い

う
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
二
日
間

の
日
程
で
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
や
交
流
会
、
大
人
実
行

委
と
子
ど
も
実
行
委
に
よ

る
分
科
会
を
通
じ
、
子
ど

も
を
取
り
巻
く
現
状
や
課

題
に
つ
い
て
現
状
報
告
や

意
見
交
換
を
行
い
、
子
ど

も
が
安
全
に
安
心
し
て
楽

し
く
生
活
で
き
る
世
界
を

目
指
す
。

今
回
の
子
ど
も
実
行
委

は
五
月
に
発
足
し
、
子
ど

も
の
権
利
条
約
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
全
体
会
の

テ
ー
マ
を
決
め
た
り
、
学

校
、
い
じ
め
、
居
場
所
…

な
ど
、
分
科
会
で
話
し
合

う
さ
ま
ざ
ま
な
案
を
考
え

て
き
た
。
合
宿
は
、
事
務

局
の
N
P
O
法
人
す
わ
子

ど
も
文
化
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
諏
訪
市
豊
田
）
を
会
場

に
行

い
、
分
科
会
の
内
容

を
さ
ら
に
詰
め
大
枠
の
テ

ー
マ
を
決
め
た
り
、
フ
ォ

ー
ラ
ム
の
チ
ラ
シ
デ
ザ
イ

ン
な
ど
を
考
え
る
。
合
宿

後
は
日
曜
日
の
午
後
に
市

総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
随

時
実
行
委
を
開
き
、
検
討

し
て
い
く
予
定
だ
。

募
集
の
対
象
は
十
八
歳

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
向
け

分
科
会
テ
ー
マ
な
ど
を

話
し
合
う
子
ど
も
実
行

委
の
メ
ン
バ
ー

い
、
理
解
し
て
も
ら
え
れ

ば
」
と
話
し
て
い
る
。

参
加
希
望
や
問
い
合
わ

せ
は
す
わ
子
ど
も
文
化
ス

テ

ー
シ

ョ
ン

（
電

5

8

・

3

4

9

4

）

へ

。

16

以
下
。
最
低
で
も
あ
と
十

人
は
仲

間

が
必

要

と

い

う
。
実
行
委
の

一
人
で
諏

訪
清
陵
高

一
年
の
平
出
ゆ

か

り
さ
ん
（
一
も
（
原
村
）

は
「
仲
間
が
多
い
ほ
ど
楽

し
く
活
動
で
き
る
。
フ
ォ

ー
ラ
ム
を
通
じ
、
私
た
ち

が
ふ
だ
ん
善
え
な
い
こ
と

を

大
人

に

聞

い
て
も

ら
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諏
訪
市
で
十

一
月
に
開
か
れ

る
「
子
ど
も
の
権
利
条
約

フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
0
7
i

n

な
が
の
」
に
向
け
、
関
係
N
P
O
や
子
ど
も
た
ち
が
準
備
を
進
め
て
い
る
。
差
別
や
搾

取
、
虐
待
か
ら
の
保
護
と
と
も

に
、
意
見
表
明
権
や
表
現
、
思
想
・
良
心
・
宗
教

の
自

由
な
ど
を
盛
り
込
む
国
際
条
約

の
理
念
を
学
校
や
社
会
に
ど
う
反
映
さ
せ
て
い
く
か
。

県
内
初
開
催
と
な
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
作
り
上
げ
る
現
場
か
ら
、
保
護
と
自
立
に

つ
い
て

考
え
る
。

マ
」
「
友
だ
ち

同
士
で
も
気

点
を
考
え
る
分
科
会
を
準
備

とl
臣唖

甲

もの
◆

フォー ラム県 内開催 を前 に 国

「
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
影

の
部
分
が
き
ち
ん
と
教
育
さ

れ
な
け
れ
ば
、
こ
の
分
科
会

計
画
に
は
賛
同
で
き
な
い
」

九
月
二
十

二
日
夜
、
諏
訪

市
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
。
フ

ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
の
子

ど
も
た
ち
が
、
分
科
会
で
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
掲
示
板
を

活

用
し

た

い
と
提

案

す

る

と
、

一
部
の
大
人
側
委
員
か

ら
強
い
反
対
が
出
た
。
「
顔

の
見
え
な
い
ネ

ッ
ト
が
ひ
ぽ

う
中
傷
を
生
ん
で
い
る
ん
で

す
」
。
諭
す
よ
う
な
大
人
の

言
葉
に
、
子
ど
も
た
ち
は
反

論

で
き
ず

、
硬
い
表
情
に
な

っ
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
は

、
子
ど
も

の
権
利
条
約
の
理
念
普
及
を

目
指
す
市
民
団
体
「
子
ど
も

の
権
利

条
約

ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
」
（
重

点
）
が
全
国
各
地

の
N
P
O
法
人
な
ど
に
協
力

を
呼
び
掛
け
、
毎
年
開
嘩

こ
れ
ま
で
十

一
都
府
県

で
十

四
回
開

い
て
い
る
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
大
人
と
子

ど
も
が
そ
れ
ぞ
れ
実
行
委
を

作
り

、
共
同
で
道
営
す

る
。

長
野
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、

虐
待
防
止
や
不
登
校
、
子
ど

も
の
ま
ち
づ
く
り

へ
の
参
画

な
ど
を
テ
ー

マ
に
活
動
す
る

N
P
O
な
ど
±

二団
体
か
ら

約
五
十
人
の
大
人
が
実
行
委

に
加
わ
り
、
十

二
分
科
会
を

計
画
。

一
方
、
諏
訪
地
方
を

中
心
に
集
ま

っ
た
小
学
生
か

ら
高
校
生
ま
で
の
計
十

三
人

も
、
二
分
科
会
を
担
当
し
て

い
る
。

五
月
に
発
足
し
た
子
ど
も

実
行
委
は
」
ハ
回

の
会
合
を
重

ね

、
分
科
会

テ
ー

マ
を

「
い

じ
め
」
と
「
大
人
と
子
ど
も

の
関
係
」
と
し
た
。
「
い
じ

め
は
体
験
し
た
り
見
た
り
し

た
人

が
多

い
身

近
な

テ
ー

持
ち
を
伝
え
に
く
い
」
と
い

っ
た
声
が
出
て
「
み
ん
な
で

考
え
た
い
」
と
意
見
が

一
致
。

「
面
と
向
か

っ
て
言
え
な
い

悩
み
も
あ
る
。
ネ

ッ
ト

の
掲

示
板
な
ら
打
ち
明
け
ら
れ
る

の
で
は
」
と
考
え
た
。

と
こ
ろ
が
、
大
人
側

の
実

行
委
は
、
子
ど
も
を
取
り
巻

く
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
問
題

し
て
い
た
。
「
顔
が
見
え
な

い
」
と
い
う
特
性
か
ら
い
じ

め
な
ど
の
道
具
に
使
わ
れ

て

も
い
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト

。

県
外

で
は
ネ

ッ
ト
か
ら
の
中

傷
を
苦
に
子
ど
も
が
自
殺
す

る
事
態
も
起
き
て
い
る
。

ネ

ッ
ト
に
つ
い
て
、
子
ど

も
を
危
険
に
さ
ら
す
も
の
と

し

て
遠
ざ

け
た

い
大

人
側

と
、
多
く
の
当
事
者
が
本
音

を
語
れ
る
道
具
と
し
て
利
用

ダ

子
ど
も
の
権
利
条
約

⊥
9
8
9

年
に
国
連
総
会
で
採
択
し
、
日
本

は
94
年

に
批
准
し
た
。

18
歳
未
満

の
子

ど
も
を
、

単
に
保
護
の
対
象
で
は
な
く

、

大
人
と
同
様
、

独
立
し
た
人
格
を
持
ち

、

権
利
空

手
受
し
、
行
使
す
る
主
体
と
位

置
付
け

て
い
る
。

全
54
条
か
ら
な

り
、

意
見
を
表
明
す
る
権
利
、

表
現
の
自
由
、

思
想
・

良
心
・
宗
教

の
自
由
、
結
社
・

集

会

の
自
由
、

干
渉
・

攻
撃

に
対
す

る
保

護
、
情
報
・
資
料
の
利
用
、
虐
待
や
搾

取
か
ら
の
保
護
な
ど
を
保
障
し
て
い
る
。

国
連
子
ど
も
の
権
利
委

員
会
は
、

日
本

政
府
に
体
罰
や
い
じ
め

へ
の
措
置
、
児
童

相
談
所
職
員
の
増
加
な
ど
を
勧
草

し
て
い

る
。

い
る
大
人
か
ら
、
ネ

ッ
ト
の

問
題
点
を
き
ち
ん
と
教
え
て

も
ら

つ
機
会
を
つ
く

っ
て
も

ら

っ
て
は
ど
う
か
」
と
切
り

出
し
た

。
「
子
ど
も
の
権
利

し
た

い
と

考
え

る
子

ど
も

を
テ
ー

マ
に
子
ど
も
同
士
が

「
保
護
と
自
立
」
両
立
探
る

側
。
こ
の
立
場
や
考
え
の
遠

い
を

ど
う

乗
り
越

え

る
か

－
。
子
ど
も
の
権
利
条
約

の

理
念
そ
の
も
の
が
試
さ
れ
て

い
る
場
面
で
も
あ
る
。

大
人
側
と
の
会
議
が
終
わ

る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
別
室

で
話
し
合
い
を
始
め
た
。
高

校

一
年

の
北
川
祥

子

さ
ん

（
ほ
）
＝
諏
訪
市

＝
は

「
子
ど

も
の
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
利

用

に
反
対
の
立
場
で
活
動
し

て

自
由
に
話
し
合
え
る
機
会
を

つ
く
り
た
い
」
と
参
加
し
た

北
川
さ
ん
は
、
子
ど
も
側
が

真
剣
に
論
議
し
て
ま
と
め
あ

げ
た
分
科
会
計
画
だ
け
に
、

大
人
の
意
見
も

正
面
か
ら
受

け
止
め
た
い
と
考
え
る
。

高
校

一
年
の
平
出
ゆ
か
り

さ
ん
（
ほ
）
＝
諏
訪
郡
原
村

＝

も
「
反
対
や
心
配

の
声
を
そ

の
ま
ま
に
し
て
進
め
て
し
ま

い
た
く
な
い
。
大
人
側
に
も

理
解
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、

掲
示
板
が
荒
ら
さ
れ
な
い
対

策
を
勉
強
し
よ
う
」
と
提
案

し
た

。子
ど
も
側
実
行
委
は
、

大
人
側
に
合
同
勉
強
会
を
提

案
し
、
掲
示
板
を
め
ぐ
る
問

題
や

リ

ス
ク
を

学

び
な
が

ら
、
分
科
会

の
内
容
を
詰
め

て
い
く

つ
も
り
だ
。

子
ど
も
の
権
利
条
約
は
、

権
利
の
主
体
で
あ
る
子
ど
も

の
意
見
表
明
の
権
利
、
表
現
、

思
想
な
ど
の
自
由
を
尊
重
す

る
よ
う
締
約
国
に
求
め
て
い

る
。
た
だ
、
条
約
批
准
か
ら

十
三
年
に
な
る
日
本
で
は
、

に
個
人
の
自
由
よ
り
規
律
を

優
先
す
る
ム
ー
ド
も
強
ま

っ

て
、
保
護
と
自
立
の
両
立
が

次
第
に
難
し
く
な

っ
て
い
る

よ
う
に
も
み
え
る
。

子
ど
も
の
電
話
相
談
に
取

り
組
む

「
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ

ン
す
わ
」
の
道
営
母
体
、
N

P
O
法
人
す

わ
子
ど
も
文
化

ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
宮
沢
節
子

専
務
理
事
は

「
子
ど
も
の
権

利
は
、
大
人
が

一
方
的
に
規

定
す
る
も
の
で
も
、
子
ど
も

が
身
勝
手
に
主
張
す
る
も

の

で
も
な
い
は
ず
」
と
し
た
う

え
で
、
分
科
会
を
作
り
上
げ

る
過
程
を

「
子
ど
も
の
育
成

に
ど
う
か
か
わ
る
べ
き
か
、

子
ど
も
の
周
囲
に
さ
ま
ざ
ま

大
人

が

問
わ
れ
て

い
る
場

な
危
険
が
増
し
、
大
人
の
側

面
」
と
考
え
て
い
る
。

子
ど
も
の
権
利
条
約
フ
ォ

ー
ラ
ム
の
子
ど
も
実
行
委

鼻
会
。
5
人
で
発
足
し
た

実
行
委
は
子
ど
も
同
士
で

声
を
掛
け
な
が
ら
門
人
に

増
え
た
＝
22
日
、
諏
訪
市

6 2

仔 ○

⊂コ
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同
前に 回

在
」
と
し
、
発
達
段
階
に
応

決

前

の
八
月

に
声

明
を

出

約
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
い
た
砂

条
例
」
は
、
条
文
な
ど
を
練

を

もの

ラム県内開催オフ

じ
て
適
切
な
指
導
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
大
人
が
「
環
境
づ

く
り
」
に
努
め
る
、と
す
る
。

「
子
ど
も
に
教
え
伝
え

て
い

く
内
容
」
に
、規
律
を
守
り
、

地
域
の

一
員
と
し
て
の
役
割

を
積
極
的
に
果
た
す
こ
と
、

し

、
「
大
人
が
期
待
す

る
子

川
さ
ん
た
ち

の
取
り
組
み
は

る
調
査
研
究
委
貞
会
に
九
人

ど
も
像
を
押
し
付
け
る
よ
う

な
内
容
が
中
心
。
制
定
過
程

で
子
ど
も
の
声
を
聞
き
、
第

三
者
委
員
会
や
審
議
会
な
ど

「
条
例
に
生
か
さ
れ
な
か

っ

た
」
（
砂
川
さ
ん
）
。

条
約
の
理
念
普
及
を
目
指

す
自
治
体
条
例
は
、
全
国
各

の
子
ど
も
が
加
わ
り
、
同
委

員
会
に
協
力
す
る
子
ど
も
委

員
会
に
も
約

四
十
人
の
子
ど

も
が
参
加
。
九
八
年
か
ら
始

タ

釧
謂

肘駕

Ⅶ
謂

貼

附
鵬

の
全
面
的
な
主
体
で
あ

る
と
掲
げ
、
大
人

と
と
も
に
社
会
を
構
成
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
た
。14
条
に
「
自
分
で
決
め
る
権
利
」

を
設
け
、
自
分
に
関
す
る
こ
と
を
年
齢
と

成
熟
に
応
じ
て
決
め
、
そ
の
際
に
は
適
切

な
支
援

、
助
言
を
受
け
、
必
要
な
情
報
が

得
ら
れ
る
、
と
し
た
。
15
集
の
「
参

加
す

る
権
利
」
で
は
、
自
分
を
哀
弔

し
、
意
見

を
表
明
し
、
そ
の
意
見
が
尊
重
さ
れ
る
、

と
し
て
い
る
。

の
設
置

を
検

討
す

る

べ
き

地

で
制

定

さ
れ

始
め

て
い

ま

っ
た
条
例

制
定
に
向
け
た

ど
も
の
権
利
条
約
ネ
ッ
ト
ワ

ネ

一

夕

一
大

木
秀

行
さ

ん

別

に
縛
ら

れ
て
は

い
け

な

だ
」
と
訴
え
た
が
、
県
は
応

る
。
ニ
0
〇

一
年

四
月
に
施

取
り
組
み
は
、
主
体
者
と
し

ー
ク
」
を
設
立
し
た
喜
多
明

（
諏
訪
市
）
は
「
子
ど
も
が

い
、と
い
皇

声
も
強
か

っ
た
」

郷
土
、
自
琴

文
化
、
伝
統

じ
な
か

っ
た
。
昨
竿

一
月

行
さ
れ
た
神
奈
川
県
川
崎
市

て
の
子
ど
も
の
権
利
が
強
く

人
・
早
大
教
授
は
「
『
子
ど

主
体
的
に
権
利
行
使
で
き
る

結
局
、条
文
に
盛
っ
た
「
責

を
大
切
に
す
る
こ
と
な
ど
を

に
市
内

で
子
ど
も
の
人
権
条

「
子
ど
も

の
権
利
に
関
す
る

意
識
さ
れ
て
い
た
。

も
』
と
名
が
付
く
条
例
の
中

社
会
に
向
け
、
大
人
は
子
ど

任
」
の
文
言
は
、
「
子
ど
も

挙
げ

て
い
る
。

一
方
、
自
分
の
意
見
を
表

明
す
る
権
利
な
ど
、
主
体
的

な
人
格
と
し
て
子
ど
も

の
権

利
を
認
め
た
条
約
の
視
点
に

頭

▲
d

一
方
、
そ
う
し
た
ス
タ

ン

に
は
、
条
約
の
趣
旨
を
そ
の

も
を
ど
こ
ま

で
見
守
り
、
子

は
権
利
の
認
識
を
深
め
、
権

ス
と
は
異
な
る
タ
イ
プ
の
集

ま
ま
生
か
し
た
も
の
だ
け
で

ど
も
は
ど
こ
ま
で
自
由
に
で

利
を
実
現
す
る
力
、
他
の
者

例
も
あ
る
。
市
民
団
体
「
子

な
く
、
子
ど
も
を
保
護
す
る

き

る
か
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通

の
権
利
を
尊
重
す
る
力
や
責

「
子
ど
も
の
権
利
を
め
ぐ

該
当
す
る
部
分
は
な

い
。
同

る
意
識
に
、
こ
れ
ほ
ど
の
差

墨

子
化
対
策
課
は
「
子
ど

が
あ
る
の
か
…
」
。
N
P
O

も
の
権
利
を
尊
重
す

る
と
の

主
体
的
人
格

意
識
に
違

い

法
人
「
く
ま
も
と
子
ど
も
の

人
権
テ
ー
ブ
ル
」
代
表
の
砂

川

真
澄

さ

ん

＝
熊
本

市

＝

は
、
熊
本
県
で
三
日
に
施
行

さ
れ
た
「
県
子
ど
も
輝
き
条

例
」
を
読
み
、
そ
う
感
じ
る
。

県
が
「
子
ど
も
の
権
利
条
約

の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
」
と
す

る
条
例
に
、
条
約

の
柱
の

一

つ
で
あ
る
「
子
ど
も
は
権
利

を
享
受
し
、
行
使
す
る
主
体
」

と

い
う
視
点
が
見

い
だ
せ
な

い
か
、忌

ん
。

条
文
は
全
八
条

。
「
子
ど

も

は
か

け
が

え

の
な

い
存

文
言
を
盛
り
込
ん
で
お
り
、

条
約
の
趣
旨
は
十
分
に
踏
ま

え
て
い
る
」
と
す
る
。

こ
れ
に
対
し
「
条
例
は
、

子
ど
も
を
主
体
者
で
な
く
、

大
人
が
教
え
導
く
も
の
と
し

て
位
置
付
け
て
い
る
」
と
砂

川
さ
ん
。
県
教
委
に
よ
る
と
、

条
文

の
作
成
に
当
た

っ
て
審

議
会
な
ど
を
設
け
ず
、
教
育

関
係
者
や
P
T
A
な
ど
の
声

を
聞

い
て
作

っ
た
。
子
ど
も

の
声
を
盛
り
込
む
過
程
も
な

か

っ
た
と
い
う
。

砂
川
さ
ん
た
ち
は
県
会
可

かわ さ普 の苧 とも たち の柵 杓を

市l ll

と

†ll卵 苧ともの榊 こy・洲 l卓・三脚伸抑 1州 紳
．旭で瓜 レ抑 、・ 一利竺、賢ナ亀脚 Ilミ山一
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この 拝 とも¢廿珊一

冊 艮とともに・冊 F

鬱●
この †乎

よう・

F

手

一丁▲ ◆・ヽ

：撃敬．
叫せt≠－I叫

脚肝ともIを脚

紳、紳・t琴海牽慧
＿、，l＿七私的亀く還葱怒号貼蒜ぎ抑 ノ‾－．＿＿．Fド＿ポ魂 濫
き鸞鰐
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覧誤解節 、＿（L

観
点

が
強

い
健

全
育

成
型

や
、
子
育
て
支
援
に
軸
を
置

い
た
も
の
な
ど
が
あ
る
」
と

指
摘
す
る
。

諏
訪
市
で
十

一
月
に
予
定

し
て
い
る
子
ど
も
の
権
利
条

約
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
準
備
す
る

人
た
ち
も
、
全
国
の
動
向
や

じ

、
学
び
た
い
」
と
話
す
。

任
な
ど
を
身
に
付
け
る
こ
と

川
崎
市
条
例
を
作
り
上
げ

が
で
き
る
」
（
前
文
）
の

一

る
過
程
で
も

「
権
利
だ
け
で

カ
所
に
と
ど
ま

っ
た
。

な
く
、
責
任
を
盛
り
込
む
べ

「
互
い
の
権
利
に
尊
重
す

き

だ

と

い
う
論

議
は
あ

っ

る
こ
と
を
大
人
が
き
ち

ん
と

た
」
と
、
当
時
、
子
ど
も
側

教
え
、
子
ど
も
が
学
ぶ
こ
と

か
ら
条
例
策
定
に
参
加
し
た

市
内
の
円
谷
雪
絵
さ
ん
（
24
）

は
振
り
返
る
。
「
委
員
会
の

先
生
た
ち
は
、
子
ど
も
が
権

利
ば
か
り
を
主
張
し
た
ら
学

校
や
教
員
は
何
も

で
き
な
い

注
視
。
大
人
側
実
行

と
言

っ
て
い
た
。
で
も
、
子

で
、
責
任
や
義
務
は
身
に
付

い
て
い
く

。権
利
と
責
任
は
、

対
で
考
え

る
も
の
で
は
な
い

の
で
は
な

い
か
」
。

ニ
児
の

子
育

て
を

す
る
円
谷
さ

ん

は
、
そ
う
考

え
て
い
る
。

（
長
戸

文
秀
）

委
の
N
P
O
法
人
コ
ー
デ
ィ

ど
も
だ
か
ら
こ
そ
義
務
や
罰

軌、で ある。

少子化中華空、

各
地

で
「
子
ど
も
の
権
利
」
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
条
例
が
生
ま

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
権
利
を
め
ぐ
る
ス
タ
ン
ス
は
幅
広

い
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2 007年（平成1昨 ） 1 0 月 1 0 日 水 曜 日事罷［ヨ野長

諏
訪
で
来
月

フ
ォ
⊥

フ
ム

「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
の
普
及
を
目
指
し
、

意
見
交
換
や
交
流
を
行
う
「
子
ど
も
の
権
利
条

約
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
0
7
・
1
n
な
が
の
」
は
十

一
月
十
七
、
十
八
の
両
日
、
諏
訪
市
文
化
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
開
く
。
講
演
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

分
科
会
な
ど
を
通
じ
て
子
ど
も
を
取
り
巻
く
問

題
量

し
、
条
約
の
意
義
を
考
え
る
。
県
内

で
開
か
れ
る
の
は
初
め
て
。

（
高
木
敏
雄
）

会

「
子
ど

も

の
権

利
集

約

フ

ォ
ー

ラ
ム
」

へ
の
参

加

を
呼
び
掛
け
る
実
行
委
メ
ン
バ
ー
＝
諏
訪
市
役
所

県内初講 演 や シ ンポ 分 科

同
条
約
は
、
基
本
的
人
権

が
子
ど
も

に
も

保
障
さ
れ

る
こ
と
是

め
た
国
際
条
約

で
、

一
九

八
九
年

に
国
連

で
採
択
さ
れ
、
日
本
は
九
四

年
に
批
准
し
た
。
フ
ォ
ー
ラ

ム

は
、
条

約
が
採
択

さ
れ

た
十

一
月
二
十
日
を
中
心
に

九

三
年
か
ら
毎

年
、
全
国

各
地
で
開
か
れ
て
お
り
、
今

回
で
十

五
回
目
に
な

る
。

N
P
O
法
人
す

わ
子
ど

も

文
化
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
な
ど

で

つ
く

る
実
行
委
貞
金
主

催
、
長
野

日
報
社
な

ど
後

援
。「

僕
ら
に
だ
っ
て
、
善
い

た
い
こ
と
が
あ
る
」
を
全
体

テ
ー
マ
に
、
初
日
は
、
子
ど

も
の
権
利
条
約
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
代
表
で
早
稲
田
大
教
授
の

首
多
明
人
さ
ん
が
「
子
ど
も

の
権
利
条
約
・
今
」
と
題
し

て
講
演
。
中
高
生
の
居
場
所

「
C
H
U
X
O
ら
ん
ど
チ
ノ

チ
ノ
」（
茅
野
市
）
関
係
者
に

よ
各
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
こ
ん

な
ま
ち
に
す
み
た
い
」
を
開

催
す
る
。

二
日
目
は
、
十
四
会
場
に

分
か
れ
て
分
科
会
を
実
施
。

子
ど
も
だ
け
で
組
織
す
る
子

ど
も
実
行
委
貞
会
の
分
科
会

で
は

「
こ
ん
な
気
持
ち
知
っ

て
る
？
」
と
題
し
、
本
書
を

ぷ

つ
け
合
う
ほ
か
、
い
じ
め

も

取
り
上
げ

る
。
こ
の
ほ

か
、
県
内
で
も
制
定
が
進
む

青
少
年
育
成
条
例
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
・
携
帯
電
話
を
め

ぐ
る
問
題
な
ど
が
話
し
合
わ

れ
る
予
定
だ
。

実
行
委
は
九
日
、
諏
訪
市

役
所
で
記
者
会
見
し
、
北
川

和
彦
実
行
委
貞
長
は

「
子
ど

も
を
め
ぐ
る
さ
ま
ぎ
ま
な
問

題
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る

が
、
自
分
を
大

切
に
す
る

心
、
自
尊
感
情
が
育

っ
て
い

な
い
こ
と
が
原
因
」
と
指
摘

し
、

「
条
約
を
普
及
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
必
要
」
と
訴
え

た
。
そ
の
上
で
、
「
条
約
と

亭

っ
と
堅
苦
し
い
が
、
気
軽

に
参
加
し
て
ほ
し
い
」
と
呼

び
掛
け
た
。

参
加
費
は
子
ど
も

（
十
八

歳
末
満
、
ま
た
は
高
校
lニ
年

生
ま
で
）
無
料
、
大
人
千
円

（
当
日
は
千
二
百
円
）。

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ

は
事
務
局
の
す
わ
子
ど
れ
文

化
ス

テ
ー

シ

ョ
ン

（
電

話
58

・
3

4

9

4

）

へ
。

事罷 200 7年（平成1絆 ） 1 1 月柑 日 日 曜 日

普
及

へ
交
流
、
意
見
交
換

き
ょ
う
ま
で
諏

訪

で

フ

ォ
ー

ラ

ム

長野 tヨ

子ども の居 場所 に つい て鼓 し合 った シ ンポ ジウ ム ＝諏妨 市 文化 セ ン ター

「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
の
普
及
を
目
指
し
、

意
見
交
換
や
交
流
を
行
う
「
子
ど
も
の
権
利
条
約

フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
0
7
・
1
n
な
が
の
」（
実
行
委
貞

会
主
催
、
長
野
日
報
社
な
ど
後
援
）
が
十
七
日
か

ら
二
日
間
の
日
程
で
諏
訪
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
始

ま

っ
た
。
両
日
で
約
四
百
人

（
実
行
委
発
表
）
が

参
加
を
予
定
。
初
日
は
基
調
講
演
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
行

っ
た
。
十
八
日
は
テ
ー
マ
ご
と
に
分
か

れ
、
分
科
会
を
開
く
。

子
ど
も
の
権
利
条
約
は
、

基
本
的
人
権
が
子
ど
も
に
も

保
障
さ
れ
る
こ
と
是

め
た

国
際
条
約
で
、

一
九
八
九
年

に
国
連
で
採
択
さ
れ
、
日
本

は
九
四
年
に
批
准
し
た
。
フ

ォ
ー
ラ
ム
は
、
条
約
が
採
択

さ
れ
た
十

一
月
二
十
日
を
中

心
に
九
三
年
か
ら
毎
年
、
全

国
各
地
で
開
か
れ
て
お
り
、

（
高
木
敏
雄
）

今
回
で
十
五
回
目
。
県
内
で

は
初
の
開
催
と
な
る
。

基
調
講
演
は
、
子
ど
も
の

権
利
条
約
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代

表
で
早
稲
田
大
教
授
の
喜
多

明
人
さ
ん
が
「
子
ど
も
の
権

利
条
約
・
今
」
と
麗
し
て
話

し
た
。
喜
多
教
授
は
「
子
ど

も
に
は
自
分
自
身
で
育
つ
力

が
あ
り
、
そ
れ
を
保
障
し
て

い
る
の
が
条
約
」
と
襲
調
。

し
か
し
、

「
少
子
化
で
大
人

の
力
が
強
く
な
り
、
な
か
な

か
自
分
を
出
せ
な
い
社
会
に

な
っ
て
い
る
」
と
し
、
他
者

や
周
り
か
ら
認
め
ら
れ
た
経

験
が
な
か

っ
た
り
、
痛
み
を

受
け
止
め
て
も
ら
え
て
い
な

い
子
ど
も
は
ほ
か
の
人
に
も

や
さ
し
く
で
き
ず
、
い
じ
め

な
ど
の
問
題
に
つ
な
が

っ
て

い
る
と
指
摘
し
た
。

そ
の
上
で
、

「
日
本
で
は

『
権
利
』
と
亭

っ
と
、
利
己

的
と
か
自
己
主
張
が
強
い
と

い

っ
た
、
い
い
イ
メ
ー
ジ
が

な
い
」
と
話
し
、
「
権
利
」

と
訳
さ
れ
た
英
語
の

「
ラ
イ

ツ
」
の
本
来
の
意
味
で
あ
る

「
当
た
り
前
の
こ
と
」
と
し

て
社
会
的
に
認
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
訴
え
た
。

続
い
て
、
中
高
生
の
居
場

所
「
C
H
U
X
O
ら
ん
ど
チ

ノ
チ
ノ
」（
茅
野
市
）
の
関
係

者
ら
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
こ
ん
な

ま
ち
に
住
み

た

い
」
を
開
い
た
。
会
場
の
同

セ
ン
タ
ー
に
は
社
会
や
大
人

に
書
い
た
い
こ
と
を
書
け
る

コ
ー
ナ

ー
や

、
タ

レ
ン
ト

や

ス
ポ
ー
ツ
選
手
な
ど
か
ら
子

ど
も
た
ち
に
贈
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
善
か
れ
た
絵
馬
を
展
示

し
た

「
夢
メ
ッ
セ
ー
ジ
展
」

も
開
か
れ
て
い
る
。

十
八
日
は
午
前
九
時
半
か

ら
、
同
セ
ン
タ
ー
や
近
く
の

而
公
民
館
な
ど
十
四
会
場
に

分
か
れ
て
分
科
会
を
開
催
。

牛
後

一
時
か
ら
、
各
分
科
会

り
報
告
な
ど
を
行
う
。
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月三 回 送料 共20 円

肌洗 料は組 合暮 に含 まれ ます

直亘亘）
今年 度確定 結 果 を

現場 で活 かそ う ！

（ 1） 200昨 1月25日・2月5 日合併（毎月5 日．15臥25日発行） 新 聞 長 野 県 教 組

子どもたちとともに

民主的な学校づくりを ．／

県
教
組

は
、
「
憲

法
・

子
ど

も

の
権
利

集
約

の
理
念

に
基

づ

く

民

主

教
育

を
推

進

し

よ
う
」

の

ス

ロ
ー
ガ

ン
を
掲

げ
、
諸

団

体

と
も

連

携

し

て
運

動

を
す

す

め
て

い
ま
す

。
昨

年

‖
月

け
日
・

柑
日

に

諏

訪

市

で

「
子
ど

も

の
権
利

集

約

フ

ォ
ー

ラ

ム
．m
な

が

の
」

が
行

わ
れ

、
全

国

か

ら

の

ベ
6
5
0
人

が
参

加

（
県
教

組

か

ら

も

lニ
石

青

年

部
長

が

参

加
）
し

ま

し

た
。

－
月

〓
日
、
今

回

の

フ

ォ
ー

ラ

ム

で

「
子
ど
も

実

行
委

員
」
と

し

て
活

躍

さ

れ
た

方

々

に
体

験

し

て
き
た
学
校

の
様
子

に

つ
い
て

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
し
ま

し
た
。

（
聞
き
手

三
石
青
年

部
長
、
以

下
、
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー
よ
り
抜
粋

）

○ ● ○ インタビューさせてもらった 6 人の紹介○ ● ○

－み な きん の 子 ど もの 権 利 条 約 と の 出会 い は ？

ゆか り さ ん （高 校 生 ）：中 学 の 社 会 で 名 前 だ け 。 フ ォー ラム を

きっ か け に 、 r子 ど も に よ る 子 ど も の た め の 子

ど もの 権 利 条 約 j を読 んだ 。 中 で も「ほ く らだ っ

て 言 い た い こ とが あ る」（12粂 ） が お 気 に 人 ij

（ 高 校 生 ） ：こ の フ ォ ー ラ ムが き っか け。

（ 高 校 生 ）：父が 実 行 委 貝 長 で 、 実 際 に 来 て み た ら 自

由 に 話 が しや す い 雰 囲 気 で お も しろ くて 参 加 r，

ゆき さん

祥子 さ ん

（ 高 校 生 ）：子 ど もの 権 利 条 約 の こ と は 知 っ て い た け どんさ萌

フ ォー ラム へ は 、 た また まチ ラ シ を見 て 「

半田 き ん （大 学 生 ）：C H U K O ら ん ど チ ノ ナ ノ （※ ） 建 設 の

際 に lけ役 所 か ら人 に 敢 え て も ら うr 将 来 は 教 員

を志望。

宮澤 き ん （サ ポ ー ター ）：中 学 の 頃 批 准 き れ た 年 で 、 担 任 の 先

生 が 、 チど も の 権 利 条 約 の こ と を 敢 え て くれ た

生徒会 で校則の改正 などで活躍。

（ ※ ） 茅 野 桁 の rP 崗 強 壮代 の 居 場 所 と し て 中 高 生 と若 者 を応 援

する 市 民 が 話 し合 い な が ら建 設 した 施 設 で 、2002 年 4 月 に オ ー

プン、，

ぽく ら に だ って 、言 い た い こ と が あ る

（子 どもに よ る子 ど ものた めの 「子 どもの 権利 条約 」 第1 2粂 よ り）

観
た
各
の

声

甘¶O

L
－

三
石

先

生

た
ち

に
は

、
ど

の

よ

う

に
向

き
合

っ
て

ほ
し

い
？

半

」田

先

生

に

は
、

一
人

の
人
と

し

て
対
等

に

見

て
欲

し

い
。

祥

子

悩

ん

で

い
る
と

き
、

打
ち

明
け

ら

れ
る

と
す

ご

く
楽

に
な

る
。

大
人
が
、
す
ぐ
解
決
し
よ
う
と
す

る

の
は
嬉

し

い
け
ど

、
表

面

だ
け

良
く
な

っ
て
裏

で
は
も

っ
と
悪
く

な
る
場
合
も
あ
る
。
先
生
た
ち
は

時
間

が

な

い
と

思
う

け

ど
、

長

い

間
寄

り

そ

っ
て
く

れ
た

時
は

嬉

し
インタ ビ ュー の様 子

か

っ
た

。

ゆ

き

う

ち

の
親

は
教

師

で

、
土

日

は

い
つ
も

部

活
。

学

校

で

は
時

間

も
あ

ま
り

な

い
み
た

い
で

大
変

そ
う
だ
な
と
思
う
。

ゆ

か
り

う

ち

の
学

校

は

保
健

の

先

生
が

話
を

よ

く
聞

い

て
く

れ

て

嬉

し

い
。

ゆ
き

中
学
校

の
相
談
室
は
悩

み

が

な

い
と

き

に
も
行

け

る

雰

囲
気

だ

つ
た

。
他

の
学
校

で
は

、

一
部

の
子
し
か
相
談
室
を
知
ら
な
か

っ

た

り
、

行

っ
た

こ
と

で

い
じ

め
ら

れ

る
場

合
も

あ

る

み
た

い
。

萌

う
ち
の
学
校
の
相
談
室
も
相

談

で
き

る
雰

囲

気

で
と

て
も
行

き

や
す

か

っ
た
。

宮
澤

い
ろ

い
ろ
な

縛

り

の
中

で

子
ど
も
た
ち
と
向

か
い
合
う
時
間

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
授
業
を
し

て

い
る
先
生

っ
て
す

ご

い
と

思
う

。

そ
も
そ
も
学
校

っ
て
先
生
と
生
徒

と
向

か

い
合

え

る
場

所

だ

か

ら

こ

そ

、
子

ど
も

の
権
利

条

約

の
こ
と

を
考

え

て
欲

し

い
。

ゆ
か
り

先
生
同
士

で
も
人
間
関

係
を

気

に

し
ち

ゃ
う

の
か

な

？

で

も
、
も

っ
と
子
ど
も

に
も
日
を
向

け

て
欲

し

い
。
あ

の
先

生

は

「
好

き

な

よ
う

に

や

っ
て

い
る

な
」

と

か

、
「
考

え

て

い
る

な

」
と

か

が

わ

か

る
。

だ

っ
て
、
先

生

の

こ
と

を

授
業

中

ず

っ
と

見

て

い
る

ん
だ

も

ん

。

蔑
・
い
て

三
石

一
昨
年
、
教
育
基
本

法
が

変

わ

っ
た

の

が

ニ

ュ
ー

ス

に
な

り

ま

し

た
が

知

っ
て

い
ま

し
た

か

？

ゆ

か

り

現

状

は
ま

だ

分

か
ら

な

い
け

ど

、
先

生

た
ち

が

も

っ
と

回

り

の
目

を
気

に
す

る
よ

う

に
な

る

の

っ
て
ど
う

な

の
？

半
田

先
生
を
評
価
す
る
の
は
子

ど
も

じ

や
な

い
の
？

宮
澤

子

ど
も

の
方
を

見

て

い
る

先

生

が

評

価

さ

れ

る

つ
て

わ

け

じ

ゃ
な

い
と

思
う

。

半

田

自

分

の

や
り

た

い
こ
と
を

や

っ
て

い
る

先
生

が

評
価

さ

れ

な

い

の

で

は

？

ゆ

か

り

子

ど

も

に
ど

う
思

わ

れ

て

い
る

か
よ

り

も
、

自

分
が

回

り

か
ら

ど
う

見

ら

れ

る

の
か
を

気

に

す

る
先
生

が
多

い
の

で
は

？

宮
澤

先
生
た
ち
が
割
り
切

っ
て

「
そ

ん

な

の

い

い

ん
だ

」

っ
て

思

え
た

ら

す

ご

い
な

あ
と

思

う

。

今
学
校
現
場
に
は
、
多
忙
化
、

評
価
制
度
な
ど
様
々
な
問
題
が
押

し
寄

せ

て

い
ま

す

。
そ

の

中

で

、

思

っ
た
以

上

に
子
ど

も
た

ち

は

「
青

い
た

い
こ

と
」

を

大

人

や

先

生

に
伝
え

た

い
気

持

ち
を

強
く

持

っ
て

い
る

の

で

は
な

い
か

、
と

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

を
通

じ

て
感

じ
ま

し

た

。

「
子
ど
も
の
権
利
集
約
」

に
は

子
ど
も
た
ち
の
声

に
耳
を
傾

け
、

子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
最
大
限

に
延
ば
す

こ
と
な
ど
が
書
か
れ
て

い
ま
す

。

こ

れ
ら

を

意

識

し
な

が

ら
、
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
民
主

的
な
学
校
づ
く
り
に
と
り
く
み
ま

し

よ

一つ
。
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学 び あ しヽ通 信

子どもの権利条約 を知ることか らは じめよ うと、通信 を発行 しま した。
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ご協力■lただ■lた計1夢土手

参加団体

子どもの権利条約ネットワーク、この街 福祉 会、 親育ちの会、N PO 法人マザ
ーポー ト・IT ながの、信州ハチドリねっと沸～く、C A P しなの、環境プラザすわ、性教育・人権教 育ネットワーク、

C LIP in すわ、足長剛勇太鼓、NP O 法人すわ子ども文化ステーション

賛同団体

子どもの権利条約ネットワーク、N P O 法人マザーポート・IT ながの、信州生活者ネットワーク、信州ハチ ドリねっと

沸～く、足長剛勇太鼓、この街福祉 会、C LIP h すわ、山形村子ども会育成会、N P O 法人くまもと子どもの人権テ

ーブル 、N P O 法人 N G O 未 来の子どもネットワーク、学校災害から子ども守る全国連絡会、子どもの権利条例東

京市民フォーラム、めぐろチャイルドライン、夢と心を育てる会、子どもの権利支援センターぱれっと、アドラー心

理学勉弓絵 、信州箱庭療法研究会、子どもの人権保障をすすめる各界連絡協議会

協賛団体
セイコーエプソン株式会社、野村ユニソン（株）、（有）システミック、第一法規（株）関東支社、信州諏訪農業協同

組合、（株）みくに工業、（株）太田屋、オノウエ印刷（株）、とんかつ世界、第一大黒、（有）アイザー工業、（有）鮎

沢製作所、（有）松木研削工業、松木鍍金塗装、松木光学、朝倉会計事務所、中山タクシー（株）、（株）エス・エ

ヌ・ディ、鯉住、高島産業（株）、渋崎建設（株）、（株）創和、柳澤公認会計事務所、人システム研究所、高橋法律

事務所

賛同会員

赤池悦子、赤羽和彦、安倍すゑ子、矢野隆、安藤達也、伊藤京一郎、伊藤こず恵、岩間ひとみ、岩間由美子、上

原昭重、内山まさ子、太田清人、小川和寧、沖野冨美子、奥野晴、小 口澄江、河西頼子、風間真由美、上條典子、

岸畑直美、北千加枝、］U ll和彦、北澤清子、北沢千登勢、倉沢純代、黒川滋、神津悦子、小坂幸恵、小林洋文、

坂本春雄、島津久奈美、島津美穂子、砂川真澄、諏訪雅顕、瀬戸洋江、早出一子、早出由男、相馬弘昭、高倉

紀子、竹内未希代、立木委枝、立石邦虞、谷口恵子、田村恵美子、田家文衛、茅野由美子、塚田裕子、坪井節

子、戸田眞理子、長崎光彦、長田秀夫、長 田幸子、林あや子、平林富美子、藤森すずか、細野祐、堀川明、松沢

つね子、松山孝志、丸茂貴子、丸山典子、宮坂勝彦、宮坂紀衣、宮坂千実、宮阪優子、宮里典子、宮澤節子、宮

沢学、宮沢芳子、宮野孝樹、宮原由美子、美谷島真澄、武藤明、毛利栄子、百瀬芳子、森田政彦、矢野要子、山

岡昭子、山崎泰三、山本智子、好光紀

④

主催
「 子 どもの権利条約フォーラム2 0 0 7 in ながの」実行委員会

共催

諏訪市教育委員会

呼びかけ団体

子どもの権利条約ネットワーク

㊤

後援
長野県、諏訪市、長野県教育委員会、茅野市教育委員会、岡谷市教育委員会、下諏訪町教育委員会、富士見

町教育委員会、原村教育委員会、長野県社会福祉協議会、

岡谷市社会福祉協議会、下諏訪町社会福祉協議会、

茅野市社会福祉協議会、

原村社会福祉協議会、長野県

弁護士会、諏訪郡医師会、諏訪市医自桧 、岡谷市医師会、長野県円 A 連合会、諏訪市子ども育成会連合会、信
州生活者ネットワーク、信濃毎日新聞社、長野 日報社、市民新聞グループ、N H K 長野放送局、SB C 信越放送、
N B S 長野放送、テレビ信州、abn長野朝 日放送、エルシープイ株式会社、（財）日本ユニセフ協会

あ りが Jヒう こごミ彗■l手 した
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昨年の 11 月 17・18 日、念願がかない「子 どもの権利条約 フォー ラム」を長野県で開催できま した事は、

今 思 うと夢 の よ うな 出来事 で した。

2 0 0 6 年秋、「子 どもの権利条約」 つて何 ？ か ら始ま り、小 さな呼びかけが、長野県 とい う広い枠

を超 え実行委員会が立ち上が り、やがて緩 やかに賛 同・支援・協力の輪 が広 がっていきま した。そ して、

フォーラムを通 し学んだ「子 どもの権利条約」は、子 どもに目を向けた活動を している私たちにとって「今」

と向か い合 う、 な によ り大 切 な機 会 とな りま した。

フォー ラム当 日は天候にも恵 まれ 、多 くの実行委員 さんの底力に支 え られ 、遠方 か らのた くさんの参加

者、県内からの参加者を迎え無事終了す ることができま した。子 ども実行委員のメンバーによる、本番最

後のステージ 「僕 らにだって言いたい ことがある」でのシー ンは、今で も私 たちの 目に しっか りと焼 きつ

いています去（その後、子 ども実行委員のメンバー は報 告書・パネル を創 りなが ら、20 08 年の開催地に皆

で行 こ うと張 り切 って います ）

「フォー ラム」はた くさんの成果 と課題 を残 し終わ りま した。 この報告集 には、実行委員の思い と記録

が十杯詰ま り、限 られ た時間の中で行われ た 14 分科会 の報告 には、 どれ もが子 どもの存 在を大切 に し、

それぞれのテーマで語 り合い、ひ とつ になった瞬間と声 が綴 られています。

「フォーラム」をやろ うと決 めてから現在まで、すでに 2 年余 りが経過 しよ うとしていますも その間に

も、子 どもに関わる事件を含 め、社会状況は刻 々 と変化 をとげ、そ うした環境のまっただ中で子 どもたち

は今 日を過 ごしています。「子 どもの権利条約」の理念 は、私たちに とって「子 どもにや さしいまちづ く り」

の指針 です。 これか らもフォー ラムでの出会いを大切に し、今回の実行委員会が緩やかにつなが り合い、

ネッ トワークの輪が広がってい く事を願 っています。 そのためにも、 この報告集は、これ か らを踏み出す

第一歩 とな りま した。

最後 に、 このフォー ラムを開催するにあた りま して、様 々なご支援、 ご協力 していただきま した行政 ・

企業・団体・多 くの方々、遠方か らご参加下 さいました皆様に、心からお礼 申 し上 げます。

実行委員会事務局 宮澤節子

平成 2 0 年 6 月 1 日発行

「子 ど もの権禾り条 約 フ ォー ラム 20 0 7 in な が の」 幸艮告 集

編集 「子どもの権利条約フォーラム 20 07 in ながの」実行委員会編集部

発行 「子 どもの権利条約フォーラム 20 07 血 ながの」実行委員会

代表 ］U ll 和彦

連絡先 N P O 法人 すわ子 ども文化ステー シ ョン

〒39 2－00 16 長野県諏訪市豊田 2 1 9 － 1

T E L／FA X  O 2 6 6 － 5 8 － 3 4 9 4

E・ma止些地 盤』些血
U R L htゆ：仇vww12．plda．0わp／岳uk血ust

印刷 オノウエ印刷 〒392－00 15 長野県諏訪 市中洲 586

TEL O266－52－8020㈹FAX O266－52－3058

URL  h t t p ： ／ ／ w w w ． o p － O n O u e ． C O ． j p
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